
浮　
か　
べ　
て　
い　
た　
生　
徒　
も　
い　
た　
ん　
で　
す　
」　
と　
引　
率　
の　

日　
本　
語　
教　
諭　
ベ　
ル　
ガ　
ミ　
ー　
ニ　
先　
生　
は　
打　
ち　
明　
け　

た　
。　
そ　
れ　
ほ　
ど　
ま　
で　
の　
憧　
れ　
の　
日　
本　
。　
彼　
ら　
の　
目　

に　
は　
ど　
う　
映　
っ　
た　
の　
か　
。　

ま　
ず　
は　
通　
学　
初　
日　
の　
高　
知　
南　
高　
校　
生　
徒　
会　
主　
催　

の　
歓　
迎　
会　
。　「　
校　
内　
に　
体　
育　
館　
も　
な　
く　
、　
何　
百　
名　
も　

の　
生　
徒　
が　
一　
堂　
に　
会　
す　
こ　
と　
は　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
全　
く　

考　
え　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
！　
」　
と　
全　
員　
が　
か　
な　
り　
驚　
い　
た　

様　
子　
。　
日　
本　
の　
生　
徒　
た　
ち　
が　
全　
員　
制　
服　
姿　
だ　
っ　
た　

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

か　
ら　
な　
お　
さ　
ら　
ビ　
ッ　
ク　
リ　
し　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

早　
く　
も　
カ　
ル　
チ　
ャ　
ー　
シ　
ョ　
ッ　
ク　
が　
あ　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　

茶　
道　
も　
日　
本　
で　
や　
っ　
て　
み　
た　
か　
っ　
た　
体　
験　
の　
ひ　

と　
つ　
。　
見　
様　
見　
ま　
ね　
で　
恐　
る　
恐　
る　
抹　
茶　
を　
ゴ　
ク　
リ　
。　

ど　
う　
や　
ら　
正　
座　
を　
し　
た　
り　
、　
茶　
菓　
子　
や　
お　
茶　
の　
味　

を　
確　
か　
め　
る　
だ　
け　
で　
精　
い　
っ　
ぱ　
い　
の　
よ　
う　
。　
で　
も　

何　
事　
も　
ま　
ず　
自　
分　
で　
や　
っ　
て　
み　
る　
こ　
と　
が　
大　
切　

な　
の　
だ　
。　

高　
知　
滞　
在　
中　
は　
そ　
の　
他　
、　
紙　
す　
き　
や　
禅　
の　
修　
業　

体　
験　
、　相　
撲　
稽　
古　
の　
見　
学　
な　
ど　
、　
ま　
さ　

に　
日　
本　
に　
来　
な　
く　
て　
は　
で　
き　
な　
い　
行
事　

に　
参
加　
、　
異　
文　
化　
に　
た　
っ　
ぷ　
り　
と　
つ　

か　
っ　
た　
。　

日　
本　
を　
離　
れ　
る　
日　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

高　
校　
生　
達　
の　
満　
足　
げ　
な　
表　
情　
が　
、　
高　
知　

で　
の　
充　
実　
し　
た　
日　
々　
を　
如　
実　
に　
物　
語　

っ　
て　
い　
た　
。　「　
夢　
の　
よ　
う　
な　
毎　
日　
だ　
っ　

た　
。　
も　
っ　
と　
高　
知　
に　
い　
た　
い　
」　と　
日　
本　

ア　
ニ　
メ　
が　
大
好　
き　
な　
ル　
ノ　
ー　
君　
。　
ぎ　
こ　

ち　
な　
く　
も　
、　
日　
本　
で　
お　
ぼ　
え　
た　
お　
じ　
ぎ　

を　
し　
な　
が　
ら　
立　
ち　
去　
っ　
て　
い　
っ　
た　
姿　

が　
印　
象　
的　
だ　
っ　
た　
。　

い　
つ　
の　
日　
か　
こ　
の　
体　
験　
を　
活　
か　
し　
、　

将　
来　
是　
非　
日　
本　
と　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
か　
け　
橋　

に　
な　
っ　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
と　
思　
う　
。　
彼　
ら　

若　
い　
担　
い　
手　
達　
に　
心　
か　
ら　
期　
待　
し　
た　
い　
。　

プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
1
年
4
月
〜
6
月

4
月
1
日
〜
5
月
31
日

《
宮
沢
賢
治
の
世
界
展
・
花
巻
展
》

〜
パ
リ
装
飾
美
術
学
校
と
京
都
市
立

芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
共
同
創
作
〜

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
花
巻

4
月
7
日
〜
16
日

《
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
日
本
研
修
旅
行
》

〜
高
校
教
科
書　（
地
理
）　の
執
筆
者
を
招
い
て
〜

全
国
海
外
教
育
事
情
研
究
会
／
於
東
京
、

箱
根
、
浜
松
、
京
都
、
奈
良
、
大
阪

4
月
28
日
〜
5
月
8
日

《
京
都
の
暑
い
夏
２
０
０
１
》

〜
第
６
回
京
都
国
際
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

京
都
の
暑
い
夏
事
務
局
／
於
京
都

5
月
19
日
〜
22
日

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
仏
の

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
と
文
学
」
》

〜
宮
沢
賢
治
と
ラ　
・　
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
を
通
し
て
〜

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
京
都
（
予
定
）

6
月
中
旬
〜
下
旬

《
日
仏
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
》

〜
日
仏
両
国
の
将
来
を
担
う

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
〜

日
仏
協
会
／
於
東
京

パ
リ
本
部
で
毎
年
開
か
れ
て

い
る
、
日
本
に
関
す
る
講
演
会

シ
リ
ー
ズ
が
今
年
も
全
9
回
の
予
定
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
様
々
な
分
野
で

活　
躍　
し　
て　
い　
る　
研　
究　
者　
や　
ア　
ー　
テ　
ィ　
ス　
ト　

を
講
師
陣
に
迎
え
、
毎
回
1
時
間
程
度

の
講
義
を
行
い
ま
す
。
終
了
後
は
簡
単

な
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
る
の

で
、
講
師
や
他
の
参
加
者
と
の
交
流
を

深
め
る
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
時
期
パ
リ
へ

行
か
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

い
。　
ド　
ラ　
ー　
ジ　
ュ　《　
7
つ　
の　
ハ　
イ　
カ　
イ　
》　

（
1
9
2
4
）　の
楽
譜
に
は
藤
田
嗣
次
が

絵　
を　
描　
い　
て　
い　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
バ　
ロ　
ン　

薩
摩
へ
の
献
示
も
あ
り
、
当
時
の
パ
リ

の
人
間
関
係
が
ほ
の
見
え
て
く
る
か
の

よ
う
だ
。

上
演
冒
頭
に
、
パ
リ
日
本
文
化
会
館

の
磯
村
館
長
は
、
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス

人
に
は
共
通
の
感
性
に
つ

い
て
言
及
し
た
が
、
こ
の

時
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲

家
が
俳
句
や
和
歌
を
歌
詞

と
し
て
な
ぜ
取
り
上
げ
た

の
か
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
歌

曲
が
日
本
的
特
性
を
ど
の

よ
う
に
表
し
、
そ
れ
を
西

欧
の
作
曲
技
法
と
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
ら
せ
て
い
る

か
、
と
関
心
は
尽
き
な
い
。

従
来
の
絵
画
を
主
と
し
た

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
れ
の
中
に
、
文
学

と
音
楽
の
あ
ら
た
な
領
域
を
位
置
づ
け

て
も
ら
い
た
い
。
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パ
リ
本
部
の

連
続
講
演
会
が
開
始
！
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今
年
も
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場
の
滞
在
研
修

オ　
ー　
デ　
ィ　
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
２
名
が
合
格
。

現
在
の
研
修
生
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で

オ
ペ
ラ
主
役
の
代
役
を
し
た
り
、

モ　
ン　
テ　
ベ　
ル　
デ　
ィ　
協
会
の
た
め
に
演
奏
を

す
る
な
ど
、　
大
い
に
頑
張
っ
て
い
る
様
子
。

来
年
も
期
待
し
た
い
。

（M）

今　
年　
で　
九　
回　
目　
を　
迎　
え　
る　
当　
財　
団　
の　
「　
日　
仏　

地　
方　
高　
校　
生　
交　
流　
」　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
が　
、　
今　
年　
は　
高　
知　

と　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
の　
高　
校　
生　
を　
対　
象　
に　
実　
施　
さ　
れ　

た　
。　
高　
知　
日　
仏　
協　
会　
と　
の　
共　
催　
で　
、　
今　
年　
二　
月　

二　
日　
か　
ら　
十　
九　
日　
ま　
で　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
・　
オ　
ゼ　
ン　
ヌ　

高　
校　
で　
日　
本　
語　
を　
学　
ぶ　
三　
年　
生　
十　
五　
名　
が　
高　
知　
南　

高　
校　
に　
滞　
在　
。　
同　
校　
生　
徒　
の　
家　
に　
ホ　
ー　
ム　
ス　
テ　
イ　

を　
し　
な　
が　
ら　
、　
そ　
の　
生　
徒　
の　
ク　
ラ　
ス　
で　
毎　
日　
一　
緒　

に　
授　
業　
に　
参　
加　
、　
日　
本　
の　
高　
校　
生　
活　
を　
体　
験　
し　
て　

も　
ら　
っ　
た　
。　

オ　
ゼ　
ン　
ヌ　
高　
校　
は　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
で　
も　
有　
数　
の　

進
学　
校　
で　
、　
学　
区　
内　
で　
は　
唯　
一　
日　
本　
語　
の　
授　
業　
を　

選　
択　
で　
き　
る　
学　
校　
だ　
。　
週　
に　
三　
時　
間　
第　
三　
外　
国　
語　

と　
し　
て　
日　
本　
語　
を　
学　
ん　
で　
い　
る　
。　

昨　
年　
の　
九　
月　
、　
こ　
の　
フ
ラ
ン
ス
の　
生　
徒　
達　
に　

日　
本　
旅　
行　
へ　
の　
招　
待　
を　
告　
げ　
た　
。　
そ　
れ　
か　
ら　
出　
発　

ま　
で　
は　
残　
り　
の　
日　
数　
を　
指　
折　
り　
数　
え　
な　
が　
ら　
、　

「　
中　
に　
は　
授　
業　
中　
感　
激　
の　
あ　
ま　
り　
、　
目　
に　
涙　
を　

3
月
1  6  
日
、
パ
リ
日
本
文
化

会
館
で
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
俳
句
と
和
歌
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
、

日
本
歌
曲
の
夕
べ
』
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
「
俳
句
・
和
歌
に
よ

る
二
十
世
紀
研
究
会
」
。
今
ま
で

埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
語
の
俳
句
や
和
歌
を
歌
詞

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

歌
曲
の
楽
譜
を
収
集
、
研

究
し
た
成
果
を
発
表
し
よ

う
と
の
企
画
で
あ
る
。

和
歌
や
俳
句
は
1  9  
世
紀

末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か

け
て
フ
ラ
ン
ス
に
初
め
て

紹
介
さ
れ
、　1
9
0
5
年
に

は
す
で
に
ク
ー
シ
ュ
ー
が

世
界
で
初
め
て
外
国
語
に

よ
る
俳
句
創
作
集
『
水
の

流
れ
の
ま
ま
に
』
を
刊
行
。

し
か
も
こ
の
作
品
は
1
9
2
0
年
に
は

ブ
リ
ユ
ア
ン
に
よ
っ
て
曲
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

フ　
ラ　
ン　
ス　
国　
立　
東　
洋　
文　
化　
研　
究　
所　
客　

員　
研　
究　
員　
の　
柴　
田　
氏　
の　
調　
査　
に　
よ　
る　
と　
、　

日
本
の
俳
句
や
和
歌
に
触
発
さ
れ
て

作
曲
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
少
な
く

な　
く　
、　器　
楽　
曲　
も　
あ　
る　
と　
い　
う　
。　そ　
れ　
ら　

の　
曲　
が　
こ　
の　
日　
披　
露　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

ま
た
初
版
楽
譜
の
多
く
に
浮
世
絵
調

の
表
紙
絵
が
つ
い
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

人
に
よ
る
広
重
や
春
信
な
ど
の
浮
世
絵

の
模
写
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
興
味
深

笹川日仏財団ホームページ http://www. s p f . o r g / f f j s /

初めての茶道体験・高知南高校にて

◆ ◆

トゥールーズ市庁舎

◆ ◆

A la carte
ア・ラ・カルト

3月 5日（木）「『私の好きな日本』映画上映とコメント」

イヴ・マユジエ（文化報道記者）

3月29日（金）「社会変化を写すマンガ」

ジャン＝マリー・ブイスー（パリ政治学院・国際関係研究所研究員）

4月 5日（木）「人間国宝」

クリスティーヌ・ボタン（リヴァージュ協会会長）

4月26日（木）「20世紀初頭フランスにおける俳句の流行」

ミュリエル・デトリ（パリ第3大学教授）

5月 3日（木）「フランスにおける日本語教育と適切な教科書の制作」

レモン・洋子（トゥール高等商業経営学校・日本センター所長）

5月10日（木）「日本の建築と都市における関係と不連続性」

マルク・ディレ（建築家）

6月 7日（木）「日本における水：文化、伝統と現代的アレンジ」

イヴ・コバックス（土木技師、セピア・コンサルタント代表取締役社長）

6月14日（木）「日本の現代建築：日仏建築家チームの実践と省察」

マニュエル・タルディッツ（建築家）

お問い合わせ: パリ本部 ／e-mail: info@fond-fr-jap-sasakawa.org

Tel: 33（0）1 44 39 30 40 Fax: 33（0）1 44 39 30 45

A propos de nos projets...
最 近 の 事 業 か ら

文
学
と
音
楽
の
新
た
な

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
目
指
し
て

タンスマン
≪８つの日本の歌―ハイカイ≫

デルヴァンクール≪露の世≫

写
真
は
、　「
俳
句　
・　
和
歌
に
よ
る
二
十
世
紀
研
究
会
」　
提
供



三　
人　
三　
様　
に　
寺　
院　
な　
ど　
の　
建　
築　
の　
空　
間　
美　

は　
印　
象　
強　
か　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　
特　
に　
ラ　
フ　
ァ　

エ　
ル　
さ　
ん　
の　
目　
に　
飛　
び　
込　
ん　
で　
き　
た　
の　

は　
、　
お　
寺　
の　
門　
に　
置　
か　
れ　
た　
阿　
吽　
の　
仁　
王　

像　
だ　
。　
「　
ま　
る　
で　
遠　
い　
昔　
の　
記　
念　
碑　
の　

よ　
う　
に　
立　
つ　
迫　
力　
は　
す　
ご　
い　
。　
入　
り　
口　
と　

外　
界　
の　
境　
を　
な　
す　
空　
間　
の　
取　
り　
方　
は　
素　
晴　

ら　
し　
い　
」　。　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
は　
、　
神　
社　

の　
鳥　
居　
を　
く　
ぐ　
っ　
た　
瞬　
間　
に　
、　
あ　
る　
力　
を　

感　
じ　
た　
と　
い　
う　
。　「　
そ　
れ　
は　
光　
。　
あ　
る　
悟　
り　

を　
持　
っ　
た　
感　
覚　
で　
す　
」　。　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　

も　
建　
築　
美　
か　
ら　
簡　
素　
な　
豪　
華　
さ　
を　
見　
て　

取　
っ　
た　
。　「　
何　
で　
も　
詰　
め　
込　
む　
中　
に　
豪　
華　

さ　
を　
見　
い　
だ　
す　
西　
洋　
と　
は　
違　
っ　
て　
、　
廊　
下　

で　
も　
庭　
で　
も　
、　
何　
も　
な　
い　
空　
間　
の　
広　
が　
り　

の　
持　
つ　
豊　
か　
さ　
を　
初　
め　
て　
知　
り　
ま　
し　
た　
」　

そ　
う　
し　
た　
中　
か　
ら　
紡　
ぎ　
だ　
さ　
れ　
て　
く　
る　

の　
は　
、　
日　
本　
の　
美　
に　
共　
通　
し　
て　
言　
え　
る　

精　
神　
性　
だ　
。　「　
い　
ま　
ま　
で　
の　
よ　
う　
に　
現　
実　

を　
描　
く　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
精　
神　
性　
を　
表　
す　
方　

が　
い　
い　
。　
決　
め　
ご　
と　
で　
な　
く　
、　
経　
験　
し　
て　

見　
た　
ま　
ま　
、　
感　
じ　
た　
ま　
ま　
を　
表　
現　
す　
る　

大　
切　
さ　
を　
知　
り　
ま　
し　
た　
」　
と　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　

さ　
ん　
。　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　
も　
「　
日　
本　
の　
美　
は　

物　
質　
的　
で　
は　
な　
い　
精　
神　
の　
中　
に　
見　
い　
だ　
し　

て　
い　
く　
も　
の　
な　
の　
で　
す　
ね　
」　
と　
同　
様　
の　
感　

想　
を　
持　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

清　
春　
村　
を　
拠　
点　
に　
創　
作　
活　
動　

を　
持　
っ　
た　
三　
ヵ　
月　
間　
だ　
っ　
た　

が　
、　
そ　
こ　
で　
の　
生　
活　
を　
聞　
く　

こ　
と　
で　
逆　
に　
彼　
ら　
の　
フ　
ラ　
ン　

ス　
で　
の　
暮　
ら　
し　
ぶ　
り　
が　
垣　
間　

見　
え　
て　
く　
る　
。　「　
人　
に　
会　
う　

よ　
り　
虫　
に　
会　
う　
方　
が　
多　
か　
っ　
た　
」　
と　
笑　
い　

な　
が　
ら　
話　
す　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル
さ　
ん　
は　
、　
カ　
マ　

キ　
リ　
、　
蛾　
、　
ト　
ン　
ボ　
と　
、　
昆　
虫　
の　
多　
さ　
に　

驚　
き　
を　
隠　
せ　
な　
い　
様　
子　
。　
海　
に　
囲　
ま　
れ　
た　

国　
と　
い　
う　
想　
像　
の　
日　
本　
と　
は　
随　
分　
違　
っ　
た　

よ　
う　
だ　
。　
そ　
れ　
は　
ま　
た　
都　
会　
生　
活　
者　
の　
彼　

だ　
か　
ら　
こ　
そ　
、　
昆　
虫　
の　
造　
形　
的　
な　
美　
し　
さ　

に　
新　
鮮　
さ　
を　
感　
じ　
、　
ド　
ラ　
イ　
フ　
ラ　
ワ　
ー　

な　
ら　
ぬ　
ド　
ラ　
イ　
昆　
虫　
に　
し　
て　
作　
品　
の　
中　
に　

取　
り　
入　
れ　
て　
い　
っ　
た　
。　
そ　
し　
て　
い　
つ　
か　
は　

「　
そ　
の　
昆　
虫　
や　
植　
物　
を　
使　
っ　
て　
子　
供　
の　
絵　

本　
を　
作　
り　
た　
く　
な　
っ　
た　
」　
そ　
う　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
こ　
の　
清　
春　
で　
の　
生　
活　
は　
自　
分　
自　
身　

を　
み　
つ　
め　
る　
時　
間　
に　
も　
な　
っ　
て　
い　
っ　
た　

よ　
う　
だ　
っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
来　
る　
前　
に　
は　
想　
像　

し　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
。　「　
い　
ま　
ま　
で　
散　
歩　
し　

て　
い　
て　
も　
蜘　
蛛　
の　
巣　
一　
つ　
に　
も　
気　
付　
か　
な　

か　
っ　
た　
暮　
ら　
し　
を　
し　
て　
い　
た　
自　
分　
に　
気　
付　

か　
さ　
れ　
た　
」　
と　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
。　
パ　
ス　

カ　
ル　
さ　
ん　
も　
「　
日　
本　
と　
触　
れ　
合　
う　
と　
い　
う　

よ　
り　
も　
自　
分　
自　
身　
が　
内　
省　
で　
き　
た　
場　
所　
で　

し　
た　
」　

そ
れ
ぞ
れ
三　
人　

の　
胸　
に　
自　
然　
は　
何　

ら　
か　
の　
形　
で　
と　
ど　

ま　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
が　
、　

そ　
れ　
以　
上　
に　
清　
春　

の　
自　
然　
は　
自　
分　

自　
身　
に　
戻　
ら　
せ　
る　

時　
間　
を　
否　
応　
な　
く　

作　
り　
出　
し　
て　
い　
た　

ア　
ー　
ト　
と　
い　
っ　
た　
時　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　

は　
無　
言　
の　
う　
ち　
に　
、　
筆　
頭　
は　
油　
絵　
、　
彫　
刻　

と　
い　
う　
序　
列　
の　
世　
界　
が　
厳　
然　
と　
し　
て　
あ　
る　

と　
い　
う　
。　そ　
の　
中　
で　
は　
絵　
本　
や　
土　
モ　
ノ　
は　
芸　

術　
と　
し　
て　
は　
成　
立　
し　
な　
い　
現　
実　
が　
あ　
る　
。　

日　
本　
で　
は　
陶　
芸　
や　
書　
、　
日　
本　
画　
、　
ま　
た　

油　
絵　
な　
ど　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
価　
値　
を　
見　
い　
だ　
し　

て　
い　
る　
た　
め　
、　
決　
し　
て　
序　
列　
の　
意　
識　
は　

な　
い　
。　
そ　
の　
フ　
ラ　
ン　
ス　
に　
い　
て　
、　
土　
モ　
ノ　
や　

絵　
本　
を　
発　
表　
す　
る　
こ　
と　
は　
私　
た　
ち　
日　
本　

人　
が　
考　
え　
る　
以　
上　
に　
無　
意　
識　
の　
う　
ち　
の　

ブ　
レ　
ー　
キ　
が　
か　
か　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
が　
「　
日　
本　
で　
は　
絵　
本　
が　

ア　
ー　
ト　
と　
し　
て　
扱　
わ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　

羨　
ま　
し　
い　
」　
と　
言　
っ　
て　
い　
た　
の　
を　
今　
更　
な　

が　
ら　
に　
思　
い　
出　
す　
。　
し　
か　
し　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　

日　
本　
に　
い　
る　
と　
き　
に　
、　
そ　
の　
殻　
を　
打　
ち　

破　
る　
チ　
ャ　
ン　
ス
だ　
っ　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

そ　
ん　
な　
と　
こ　
ろ　
に　
も　
研　
修　
の　
意　
味　
が　
あ　
っ　

た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
写　
真　
を　
見　
て　
、　
特　
に　

説　
明　
を　
聞　
い　
た　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
が　
、　
吉　
井　

社　
長　
は　
単　
純　
に　
面　
白　
い　
と　
評　
し　
た　
。　
そ　
の　

写　
真　
に　
は　
、　
日　
本　
と　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
違　
い　
を　

感　
じ　
た　
彼　
女　
の　
思　
い　
が　
詰　
ま　
っ　
て　
い　
た　

こ　
と　
を　
、　
説　
明　
を　
聞　
く　
ほ　
ど　
に　
知　
っ　
て　

い　
く　
の　
で　
あ　
る　
。　

昨　
年　
末　
、　
師　
走　
の　
銀　
座　
の　
街　
の　
一　
遇　
、　

吉　
井　
画　
廊　
の　
シ　
ョ　
ウ　
ウ　
ィ　
ン　
ド　
ウ　
に　
は　
、　

パ　
ッ　
ケ　
ー　
ジ　
入　
り　
の　
卵　
の　
殻　
に　
墨　
で　
顔　
が　

描　
か　
れ　
た　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
が　
吊　
さ　
れ　
た　
。　
ひ　
か　

ら　
び　
た　
レ　
モ　
ン　
の　
皮　
の　
黄　
色　
の　
帽　
子　
を　
か　

ぶ　
っ　
た　
ピ　
エ　
ロ　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
ひ　
た　
と　
こ　
ち　
ら　

を　
見　
据　
え　
る　
無　
表　
情　
な　
能　
面　
の　
よ　
う　
な　

も　
の　
も　
あ　
り　
、　
忙　
し　
く　
行　
く　
サ　
ラ　
リ　
ー　
マ　
ン　

や　
Ｏ　
Ｌ　
の　
足　
を　
立　
ち　
止　
ま　
ら　
せ　
て　
い　
た　
。　

中　
へ　
入　
れ　
ば　
、　
短　
冊　
型　
の　
紙　
に　
パ　
ス　
テ　
ル　

ト　
ー　
ン　
の　
水　
彩　
画　
が　
何　
枚　
も　
続　
き　
絵　
の　

よ　
う　
に　
白　
壁　
を　
飾　
り　
、　
画　
廊　
の　
一　
室　
を　
異　

空　
間　
に　
し　
て　
迎　
え　
て　
く　
れ　
た　
。　そ　
の　
不　
思　
議　

な　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
は　
紙　
な　
ど　
素　
材　
に　
こ　
だ　
わ　
り　

を　
持　
っ　
て　
制　
作　
し　
て　
き　
た　
ラ　
ァ　
エ　
ル　
・　

ロ　
ジ　
ェ　
・　
ド　
ゥ　
・　
ヴ　
ィ　
レ　

（　3  1  ）　
さ　
ん　
。　
続　
き　

絵　
は　
、　
安　
部　
公　
房　
や　
太　
宰　
治　
を　
読　
む　
パ　
ス　

カ　
ル　
・　
ラ　
ン　
デ　
・　
ポ　
ペ　
ー　
ル　

（　3  0  ）　
さ　
ん　
の　

作　
品　
で　
あ　
る　
。　

昨　
年　
十　
二　
月　
、　《　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
若　
き　
ア　
ー　

テ　
ィ　
ス　
ト　
支　
援　
の　
た　
め　
の　
美　
術　
研　
修　
》　
の　

成　
果　
が　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
次　
い　
で　
今　
年　
２　
月　

に　
は　
、　
十　
二　
月　
に　
一　
人　
遅　
れ　
て　
到　
着　
し　
た　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
・　
ス　
パ　
ル　
ヴ　
ァ　
ゼ　

（30）
さ　
ん　
の　

作　
品　
が　
、　麻　
布　
十　
番　
に　
あ　
る　
ギ　
ャ　
ラ　
リ　
ー　
・　

ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　
シ　
ュ　
で　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
作　
品　
の　
抽　
象　
的　
な　

モ　
ノ　
ク　
ロ　
写　
真　
は　

一　
見　
し　
た　
と　
こ　
ろ　

意　
味　
不　
明　
。　
遠　
い　

惑　
星　
の　
風　
景　
の　
よ　

う　
で　
あ　
り　
、　
私　
た　

ち　
が　
忘　
れ　
か　
け　
て　

い　
る　
ご　
く　
身　
近　
な　

風　
景　
の　
よ　
う　
で　
も　

あ　
り　
、　
様　
々　
な　
想　

像　
の　
翼　
を　
広　
げ　
さ　

せ　
て　
く　
れ　
る　
。　そ　
の　
ま　
ま　
翼　
を　
広　
げ　
て　
遊　
ぶ　

の　
が　
一　
番　
だ　
。　
種　
明　
か　
し　
を　
聞　
く　
ほ　
ど　

野　
暮　
な　
こ　
と　
は　
な　
い　
。　
し　
か　
し　
来　
日　
し　
て　

こ　
の　
写　
真　
の　
ど　
こ　
に　
日　
本　
が　
含　
ま　
れ　
て　

い　
る　
の　
か　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
は　
聞　
か　
ね　
ば　
な　
る　

ま　
い　
。　「　
禅　
寺　
の　
庭　
を　
手　
入　
れ　
す　
る　
庭　
師　
を　

見　
て　
い　
る　
う　
ち　
に　
、　
自　
然　
に　
仕　
え　
る　
よ　
う　

に　
仕　
事　
す　
る　
姿　
に　
驚　
き　
を　
覚　
え　
ま　
し　
た　
」　

人　
間　
が　
自　
然　
に　
対　
し　
て　
常　
に　
優　
位　
に　

立　
ち　
、　
自　
然　
を　
支　
配　
し　
て　
き　
た　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　

に　
は　
人　
間　
が　
自　
然　
に　
仕　
え　
る　
と　
い　
う　
発　
想　

は　
な　
い　
。　
そ　
こ　
で　
「　
な　
ら　
ば　
、　
逆　
に　
人　
間　

を　
た　
だ　
の　
土　
壌　
に　
見　
立　
て　
て　
扱　
お　
う　
」　。　

写　
真　
は　
、　
い　
ず　
れ　
も　
人　
間　
の　
体　
の　
一　
部　
に　

塩　
や　
小　
麦　
粉　
、　
ペ　
ン　
キ　
を　
施　
し　
、　
そ　
の　
部　
分　

に　
こ　
れ　
以　
上　
レ　
ン　
ズ　
が　
近　
づ　
け　
な　
い　
ほ　
ど　

近　
く　
寄　
っ　
て　
撮　
っ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
た　
と　

え　
ば　
鎖　
骨　
に　
塩　
、　
足　
の　
踵　
の　
凹　
み　
に　
小　
麦　

粉　
、　
男　
性　
の　
髭　
に　
ペ　
ン　
キ　
と　
い　
っ　
た　
具　
合　

だ　
。　
そ　
の　
体　
の　
一　
部　
は　
、　
あ　
た　
か　
も　
自　
然　

風　
景　
が　
そ　
こ　
に　
存　
在　
す　
る　
よ　
う　
に　
主　
張　

す　
る　
。　
し　
か　
し　
「　
自　
然　
風　
景　
を　
そ　
の　
ま　
ま　

コ　
ピ　
ー　
す　
る　
の　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
自　
然　

の　
中　
に　
あ　
る　
精　
神　
を　
取　
り　
出　
し　
て　
人　
間　
の　

体　
の　
一　
部　
に　
植　
え　
付　
け　
る　
こ　
と　
で　
、　
そ　
の　

体　
の　
一　
部　
自　
体　
が　
自　
然　
そ　
の　
も　
の　
に　
な　
る　

と　
思　
い　
ま　
し　
た　
」　

し　
か　
も　
来　
日　
し　
た　
こ　
と　
で　
、　ビ　
デ　
オ　
映　
像　

作　
家　
で　
あ　
る　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
作　
風　
は　

大　
き　
く　
変　
化　
し　
た　
。　「　
今　
ま　
で　
も　
人　
間　
や　

風　
景　
を　
題　
材　
と　
し　
て　
描　
い　
て　
き　
ま　
し　
た　

が　
、　
別　
々　
で　
し　
た　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
今　
回　
初　
め　

て　
人　
間　
と　
自　
然　
が　
合　
体　
。　
同　
じ　
世　
界　
の　
中　

に　
描　
く　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
」　

次　
回　
作　
は　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
よ　
う　
に　
映　
像　

中　
心　
で　
は　
な　
く　
、　
来　
日　
以　
来　
撮　
っ　
た　
写　
真　

二　
百　
点　
が　
メ　
イ　
ン　
に　
な　
っ　
て　
い　
く　
だ　
ろ　
う　

と　
予　
測　
。　「　
新　
た　
な　
出　
発　
点　
に　
な　
っ　
た　
」　

と　
充　
実　
し　
た　
日　
々　
を　
伺　
わ　
せ　
た　
。　

研　
修　
生　
は　
、　
三　
ヵ　
月　
間　
清　
春　

村　
に　
滞　
在　
し　
て　
日　
本　
に　
触　

れ　
、　
創　
作　
活　
動　
に　
専　
念　
。　

そ　
の　
間　
一　
、　
二　
週　
間　
は　
、　

各　
自　
が　
自　
由　
に　
各　
地　
を　
旅　

行　
す　
る　
。　
三　
人　
と　
も　
京　
都　

奈　
良　
を　
中　
心　
に　
宮　
島　
、　
萩　
な　
ど　
伝　
統　
の　

残　
る　
街　
を　
選　
ん　
で　
旅　
を　
し　
て　
い　
る　
。　
中　
で　

も　
や　
は　
り　
欠　
か　
せ　
な　
い　
の　
は　
京　
都　
奈　
良　
。　

よ　
う　
で　
あ　
る　
。　
創　
作　
は　
、　
内　
省　
な　
く　
し　
て　

始　
ま　
ら　
な　
い　
。　
自　
然　
が　
そ　
れ　
を　
引　
き　
出　
す　

偉　
大　
な　
力　
を　
秘　
め　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
知　
る　
の　

も　
今　
回　
の　
研　
修　
の　
目　
的　
に　
な　
り　
得　
る　
の　
か　

も　
し　
れ　
な　
い　
。　最　

後　
に　
、　
発　
表　
の　
場　
と　
な　
っ　

た　
吉　
井　
画　
廊　
の　
吉　
井　
長　
三　
氏　

に　
三　
人　
の　
作　
品　
を　
見　
て　
の　

感　
想　
を　
伺　
っ　
た　
。　「　
前　
回　
の　

と　
き　
に　
も　
言　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

創　
造　
は　
日　
本　
的　
な　
も　
の　
を　

移　
す　

の　
と　
は　
違　
い　
ま　
す　
。　
日　
本　
を　
自　
分　

の　
中　
に　
取　
り　
入　
れ　
て　
自　
分　
の　
体　
で　
昇　
華　

し　
な　
け　
れ　
ば　
、　
作　
品　
と　
し　
て　
の　
個　
性　
に　
は　

な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　た　
と　
え　
三　
ヵ　
月　
と　
短　
い　
期
間　

で　
も　
、　
そ　
こ　
に　
は　
必　
ず　
新　
し　
い　
発　
見　
が　

あ　
る　
は　
ず　
で　
す　
。　
描　
い　
た　
り　
作　
っ　
た　
り　
は　
、　

パ　
リ　
へ　
帰　
っ　
て　
か　
ら　
で　
も　
い　
い　
の　
で　
す　
。　

日　
本　
に　
い　
る　
間　
に　
自　
分　
の　
イ　
マ　
ジ　
ネ　
ー　

シ　
ョ　
ン　
を　
ど　
れ　
だ　
け　
膨　
ら　
ま　
し　
、　
ど　
れ　
だ　
け　

身　
に　
つ　
け　
て　
会　
得　
し　
て　
帰　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

る　
か　
で　
す　
」　

そ　
う　
い　
っ　
た　
意　
味　
か　
ら　
い　
え　
ば　
、　
ガ　
ブ　

リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
以　
外　
は　
、　
日　
本　
で　
の　
生　
活　

が　
ま　
だ　
昇　
華　
し　
き　
れ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
た　

め　
か　
、　
出　
会　
っ　
た　
日　
本　
を　
熟　
成　
さ　
せ　
る　
に　

は　
時　
間　
が　
か　
か　
り　
、　
作　
品　
化　
す　
る　
の　
は　

フ　
ラ　
ン　
ス　
へ　
帰　
っ　
て　
か　
ら　
だ　
と　
異　
口　
同　
音　

に　
言　
っ　
て　
い　
た　
。　
今　
回　
の　
日　
本　
の　
作　
品　
は　

い　
ず　
れ　
も　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
ア　
ト　
リ　
エ　
で　
制　
作　

し　
て　
い　
た　
も　
の　
の　
延　
長　
上　
に　
あ　
る　
と　
も　
い　

え　
る　
。　
そ　
れ　
で　
は　
こ　
の　
研　
修　
の　
意　
味　
が　
な　

い　
と　
吉　
井　
氏　
は　
指　
摘　
し　
た　
。　「　
未　
完　
成　
で　

い　
い　
の　
で　
す　
。　
完　
成　
品　
は　
求　
め　
ま　
せ　
ん　
。　

違　
う　
生　
活　
や　
文　
化　
に　
触　
れ　
た　
そ　
の　
ま　
ま　

を　
そ　
の　
場　
で　
形　
に　
し　
て　
み　
る　
こ　
と　
か　
が　

大　
切　
で　
す　
」　

日　
本　
で　
の　
生　
活　
に　
慣　
れ　
る　
こ　
と　
と　
旅　
す　

る　
こ　
と　
で　
精　
一　
杯　
で　
、　
創　
作　
に　
ま　
で　
至　
ら　

な　
か　
っ　
た　
二　
人　
の　
様　
子　
が　
思　
い　
浮　
ぶ　
。　
し　

か　
し　
ど　
う　
な　
の　
だ　
ろ　
う　
。　
た　
と　
え　
ば　
舞　
台　

芸　
術　
に　
か　
か　
わ　
っ　
て　
き　
た　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　
。　

寺
院　
の　
木　
造　
建　
築　
は　「　
驚　
く　
べ　
き　
も　
の　
だ　
っ　

た　
」　
と　
印　
象　
を　
強　
く　
し　
、　
次　
舞　
台　
の　
作　
品　

に　
は　
木　
の　
家　
を　
作　
り　
た　
い　
と　
構　
想　
を　
話　
し　

て　
く　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
そ　
の　
模　
型　
と　
も　
い　
え　

る　
ミ　
ニ　
チ　
ュ　
ア　
の　
土　
の　
家　
を　
つ　
く　
っ　
た　
と　

い　
う　
。　
ま　
た　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
は　
、　
昆　
虫　

や　
植　
物　
を　
使　
っ　
た　
子　
供　
の　
絵　
本　
を　
つ　
く　
る　

こ　
と　
を　
夢　
と　
し　
て　
話　

し　
て　
く　
れ　
た　
。　

二　
人　
と　
も　
日　
本　
を　

離　
れ　
る　
最　
後　
の　
発　
表　

に　
、　
そ　
の　
土　
の　
家　
や　

絵　
本　
を　
持　
ち　
出　
し　
た　

な　
ら　
ば　
、　
そ　
の　
場　
が　

何　
か　
違　
う　
も　
の　
に　
変　

わ　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
は　

な　
い　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

◆ ◆

寺院建築から
日本の美を発見

◆ ◆

◆ ◆

自分を内省させた
清春村での生活

◆ ◆

◆ ◆

創造とは‘移す’
ものではない

◆ ◆

昨年九月から清春白樺美術館財団主催による第二回《フランスの若きアーティスト支援のための美術研修》が

山梨県北巨摩郡長坂町にある清春芸術村でスタートした。

一回目の二倍の六十人近い応募者から三名が選ばれて、美術館に隣接するラ・リューシュで

それぞれ三ヵ月間に渡り、創作活動が行なわれた。

その研修成果を吉井画廊で発表。研修生たちと吉井理事長にお話を伺った。

未完成でもいい、
感じたままの日本を
表現してほしい

吉 井 理 事 長
◆ ◆

卵を使ったラファエルさんの作品
◆ ◆

ガブリエル・スパルヴァセさん
◆ ◆

ラファエル・ロジェ・ドゥ・ヴィレさん
◆ ◆

パスカル・ランデ・ボペールさん
◆ ◆



三　
人　
三　
様　
に　
寺　
院　
な　
ど　
の　
建　
築　
の　
空　
間　
美　

は　
印　
象　
強　
か　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　
特　
に　
ラ　
フ　
ァ　

エ　
ル　
さ　
ん　
の　
目　
に　
飛　
び　
込　
ん　
で　
き　
た　
の　

は　
、　
お　
寺　
の　
門　
に　
置　
か　
れ　
た　
阿　
吽　
の　
仁　
王　

像　
だ　
。　
「　
ま　
る　
で　
遠　
い　
昔　
の　
記　
念　
碑　
の　

よ　
う　
に　
立　
つ　
迫　
力　
は　
す　
ご　
い　
。　
入　
り　
口　
と　

外　
界　
の　
境　
を　
な　
す　
空　
間　
の　
取　
り　
方　
は　
素　
晴　

ら　
し　
い　
」　。　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
は　
、　
神　
社　

の　
鳥　
居　
を　
く　
ぐ　
っ　
た　
瞬　
間　
に　
、　
あ　
る　
力　
を　

感　
じ　
た　
と　
い　
う　
。　「　
そ　
れ　
は　
光　
。　
あ　
る　
悟　
り　

を　
持　
っ　
た　
感　
覚　
で　
す　
」　。　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　

も　
建　
築　
美　
か　
ら　
簡　
素　
な　
豪　
華　
さ　
を　
見　
て　

取　
っ　
た　
。　「　
何　
で　
も　
詰　
め　
込　
む　
中　
に　
豪　
華　

さ　
を　
見　
い　
だ　
す　
西　
洋　
と　
は　
違　
っ　
て　
、　
廊　
下　

で　
も　
庭　
で　
も　
、　
何　
も　
な　
い　
空　
間　
の　
広　
が　
り　

の　
持　
つ　
豊　
か　
さ　
を　
初　
め　
て　
知　
り　
ま　
し　
た　
」　

そ　
う　
し　
た　
中　
か　
ら　
紡　
ぎ　
だ　
さ　
れ　
て　
く　
る　

の　
は　
、　
日　
本　
の　
美　
に　
共　
通　
し　
て　
言　
え　
る　

精　
神　
性　
だ　
。　「　
い　
ま　
ま　
で　
の　
よ　
う　
に　
現　
実　

を　
描　
く　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
精　
神　
性　
を　
表　
す　
方　

が　
い　
い　
。　
決　
め　
ご　
と　
で　
な　
く　
、　
経　
験　
し　
て　

見　
た　
ま　
ま　
、　
感　
じ　
た　
ま　
ま　
を　
表　
現　
す　
る　

大　
切　
さ　
を　
知　
り　
ま　
し　
た　
」　
と　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　

さ　
ん　
。　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　
も　
「　
日　
本　
の　
美　
は　

物　
質　
的　
で　
は　
な　
い　
精　
神　
の　
中　
に　
見　
い　
だ　
し　

て　
い　
く　
も　
の　
な　
の　
で　
す　
ね　
」　
と　
同　
様　
の　
感　

想　
を　
持　
っ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

清　
春　
村　
を　
拠　
点　
に　
創　
作　
活　
動　

を　
持　
っ　
た　
三　
ヵ　
月　
間　
だ　
っ　
た　

が　
、　
そ　
こ　
で　
の　
生　
活　
を　
聞　
く　

こ　
と　
で　
逆　
に　
彼　
ら　
の　
フ　
ラ　
ン　

ス　
で　
の　
暮　
ら　
し　
ぶ　
り　
が　
垣　
間　

見　
え　
て　
く　
る　
。　「　
人　
に　
会　
う　

よ　
り　
虫　
に　
会　
う　
方　
が　
多　
か　
っ　
た　
」　
と　
笑　
い　

な　
が　
ら　
話　
す　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル
さ　
ん　
は　
、　
カ　
マ　

キ　
リ　
、　
蛾　
、　
ト　
ン　
ボ　
と　
、　
昆　
虫　
の　
多　
さ　
に　

驚　
き　
を　
隠　
せ　
な　
い　
様　
子　
。　
海　
に　
囲　
ま　
れ　
た　

国　
と　
い　
う　
想　
像　
の　
日　
本　
と　
は　
随　
分　
違　
っ　
た　

よ　
う　
だ　
。　
そ　
れ　
は　
ま　
た　
都　
会　
生　
活　
者　
の　
彼　

だ　
か　
ら　
こ　
そ　
、　
昆　
虫　
の　
造　
形　
的　
な　
美　
し　
さ　

に　
新　
鮮　
さ　
を　
感　
じ　
、　
ド　
ラ　
イ　
フ　
ラ　
ワ　
ー　

な　
ら　
ぬ　
ド　
ラ　
イ　
昆　
虫　
に　
し　
て　
作　
品　
の　
中　
に　

取　
り　
入　
れ　
て　
い　
っ　
た　
。　
そ　
し　
て　
い　
つ　
か　
は　

「　
そ　
の　
昆　
虫　
や　
植　
物　
を　
使　
っ　
て　
子　
供　
の　
絵　

本　
を　
作　
り　
た　
く　
な　
っ　
た　
」　
そ　
う　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
こ　
の　
清　
春　
で　
の　
生　
活　
は　
自　
分　
自　
身　

を　
み　
つ　
め　
る　
時　
間　
に　
も　
な　
っ　
て　
い　
っ　
た　

よ　
う　
だ　
っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
来　
る　
前　
に　
は　
想　
像　

し　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
。　「　
い　
ま　
ま　
で　
散　
歩　
し　

て　
い　
て　
も　
蜘　
蛛　
の　
巣　
一　
つ　
に　
も　
気　
付　
か　
な　

か　
っ　
た　
暮　
ら　
し　
を　
し　
て　
い　
た　
自　
分　
に　
気　
付　

か　
さ　
れ　
た　
」　
と　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
。　
パ　
ス　

カ　
ル　
さ　
ん　
も　
「　
日　
本　
と　
触　
れ　
合　
う　
と　
い　
う　

よ　
り　
も　
自　
分　
自　
身　
が　
内　
省　
で　
き　
た　
場　
所　
で　

し　
た　
」　

そ
れ
ぞ
れ
三　
人　

の　
胸　
に　
自　
然　
は　
何　

ら　
か　
の　
形　
で　
と　
ど　

ま　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
が　
、　

そ　
れ　
以　
上　
に　
清　
春　

の　
自　
然　
は　
自　
分　

自　
身　
に　
戻　
ら　
せ　
る　

時　
間　
を　
否　
応　
な　
く　

作　
り　
出　
し　
て　
い　
た　

ア　
ー　
ト　
と　
い　
っ　
た　
時　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　

は　
無　
言　
の　
う　
ち　
に　
、　
筆　
頭　
は　
油　
絵　
、　
彫　
刻　

と　
い　
う　
序　
列　
の　
世　
界　
が　
厳　
然　
と　
し　
て　
あ　
る　

と　
い　
う　
。　そ　
の　
中　
で　
は　
絵　
本　
や　
土　
モ　
ノ　
は　
芸　

術　
と　
し　
て　
は　
成　
立　
し　
な　
い　
現　
実　
が　
あ　
る　
。　

日　
本　
で　
は　
陶　
芸　
や　
書　
、　
日　
本　
画　
、　
ま　
た　

油　
絵　
な　
ど　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
価　
値　
を　
見　
い　
だ　
し　

て　
い　
る　
た　
め　
、　
決　
し　
て　
序　
列　
の　
意　
識　
は　

な　
い　
。　
そ　
の　
フ　
ラ　
ン　
ス　
に　
い　
て　
、　
土　
モ　
ノ　
や　

絵　
本　
を　
発　
表　
す　
る　
こ　
と　
は　
私　
た　
ち　
日　
本　

人　
が　
考　
え　
る　
以　
上　
に　
無　
意　
識　
の　
う　
ち　
の　

ブ　
レ　
ー　
キ　
が　
か　
か　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
が　
「　
日　
本　
で　
は　
絵　
本　
が　

ア　
ー　
ト　
と　
し　
て　
扱　
わ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　

羨　
ま　
し　
い　
」　
と　
言　
っ　
て　
い　
た　
の　
を　
今　
更　
な　

が　
ら　
に　
思　
い　
出　
す　
。　
し　
か　
し　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　

日　
本　
に　
い　
る　
と　
き　
に　
、　
そ　
の　
殻　
を　
打　
ち　

破　
る　
チ　
ャ　
ン　
ス
だ　
っ　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

そ　
ん　
な　
と　
こ　
ろ　
に　
も　
研　
修　
の　
意　
味　
が　
あ　
っ　

た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
写　
真　
を　
見　
て　
、　
特　
に　

説　
明　
を　
聞　
い　
た　
わ　
け　
で　
は　
な　
い　
が　
、　
吉　
井　

社　
長　
は　
単　
純　
に　
面　
白　
い　
と　
評　
し　
た　
。　
そ　
の　

写　
真　
に　
は　
、　
日　
本　
と　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
違　
い　
を　

感　
じ　
た　
彼　
女　
の　
思　
い　
が　
詰　
ま　
っ　
て　
い　
た　

こ　
と　
を　
、　
説　
明　
を　
聞　
く　
ほ　
ど　
に　
知　
っ　
て　

い　
く　
の　
で　
あ　
る　
。　

昨　
年　
末　
、　
師　
走　
の　
銀　
座　
の　
街　
の　
一　
遇　
、　

吉　
井　
画　
廊　
の　
シ　
ョ　
ウ　
ウ　
ィ　
ン　
ド　
ウ　
に　
は　
、　

パ　
ッ　
ケ　
ー　
ジ　
入　
り　
の　
卵　
の　
殻　
に　
墨　
で　
顔　
が　

描　
か　
れ　
た　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
が　
吊　
さ　
れ　
た　
。　
ひ　
か　

ら　
び　
た　
レ　
モ　
ン　
の　
皮　
の　
黄　
色　
の　
帽　
子　
を　
か　

ぶ　
っ　
た　
ピ　
エ　
ロ　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
ひ　
た　
と　
こ　
ち　
ら　

を　
見　
据　
え　
る　
無　
表　
情　
な　
能　
面　
の　
よ　
う　
な　

も　
の　
も　
あ　
り　
、　
忙　
し　
く　
行　
く　
サ　
ラ　
リ　
ー　
マ　
ン　

や　
Ｏ　
Ｌ　
の　
足　
を　
立　
ち　
止　
ま　
ら　
せ　
て　
い　
た　
。　

中　
へ　
入　
れ　
ば　
、　
短　
冊　
型　
の　
紙　
に　
パ　
ス　
テ　
ル　

ト　
ー　
ン　
の　
水　
彩　
画　
が　
何　
枚　
も　
続　
き　
絵　
の　

よ　
う　
に　
白　
壁　
を　
飾　
り　
、　
画　
廊　
の　
一　
室　
を　
異　

空　
間　
に　
し　
て　
迎　
え　
て　
く　
れ　
た　
。　そ　
の　
不　
思　
議　

な　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
は　
紙　
な　
ど　
素　
材　
に　
こ　
だ　
わ　
り　

を　
持　
っ　
て　
制　
作　
し　
て　
き　
た　
ラ　
ァ　
エ　
ル　
・　

ロ　
ジ　
ェ　
・　
ド　
ゥ　
・　
ヴ　
ィ　
レ　

（　3  1  ）　
さ　
ん　
。　
続　
き　

絵　
は　
、　
安　
部　
公　
房　
や　
太　
宰　
治　
を　
読　
む　
パ　
ス　

カ　
ル　
・　
ラ　
ン　
デ　
・　
ポ　
ペ　
ー　
ル　

（　3  0  ）　
さ　
ん　
の　

作　
品　
で　
あ　
る　
。　

昨　
年　
十　
二　
月　
、　《　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
若　
き　
ア　
ー　

テ　
ィ　
ス　
ト　
支　
援　
の　
た　
め　
の　
美　
術　
研　
修　
》　
の　

成　
果　
が　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　
次　
い　
で　
今　
年　
２　
月　

に　
は　
、　
十　
二　
月　
に　
一　
人　
遅　
れ　
て　
到　
着　
し　
た　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
・　
ス　
パ　
ル　
ヴ　
ァ　
ゼ　

（30）
さ　
ん　
の　

作　
品　
が　
、　麻　
布　
十　
番　
に　
あ　
る　
ギ　
ャ　
ラ　
リ　
ー　
・　

ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　
シ　
ュ　
で　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　

ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
作　
品　
の　
抽　
象　
的　
な　

モ　
ノ　
ク　
ロ　
写　
真　
は　

一　
見　
し　
た　
と　
こ　
ろ　

意　
味　
不　
明　
。　
遠　
い　

惑　
星　
の　
風　
景　
の　
よ　

う　
で　
あ　
り　
、　
私　
た　

ち　
が　
忘　
れ　
か　
け　
て　

い　
る　
ご　
く　
身　
近　
な　

風　
景　
の　
よ　
う　
で　
も　

あ　
り　
、　
様　
々　
な　
想　

像　
の　
翼　
を　
広　
げ　
さ　

せ　
て　
く　
れ　
る　
。　そ　
の　
ま　
ま　
翼　
を　
広　
げ　
て　
遊　
ぶ　

の　
が　
一　
番　
だ　
。　
種　
明　
か　
し　
を　
聞　
く　
ほ　
ど　

野　
暮　
な　
こ　
と　
は　
な　
い　
。　
し　
か　
し　
来　
日　
し　
て　

こ　
の　
写　
真　
の　
ど　
こ　
に　
日　
本　
が　
含　
ま　
れ　
て　

い　
る　
の　
か　
。　
そ　
れ　
だ　
け　
は　
聞　
か　
ね　
ば　
な　
る　

ま　
い　
。　「　
禅　
寺　
の　
庭　
を　
手　
入　
れ　
す　
る　
庭　
師　
を　

見　
て　
い　
る　
う　
ち　
に　
、　
自　
然　
に　
仕　
え　
る　
よ　
う　

に　
仕　
事　
す　
る　
姿　
に　
驚　
き　
を　
覚　
え　
ま　
し　
た　
」　

人　
間　
が　
自　
然　
に　
対　
し　
て　
常　
に　
優　
位　
に　

立　
ち　
、　
自　
然　
を　
支　
配　
し　
て　
き　
た　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　

に　
は　
人　
間　
が　
自　
然　
に　
仕　
え　
る　
と　
い　
う　
発　
想　

は　
な　
い　
。　
そ　
こ　
で　
「　
な　
ら　
ば　
、　
逆　
に　
人　
間　

を　
た　
だ　
の　
土　
壌　
に　
見　
立　
て　
て　
扱　
お　
う　
」　。　

写　
真　
は　
、　
い　
ず　
れ　
も　
人　
間　
の　
体　
の　
一　
部　
に　

塩　
や　
小　
麦　
粉　
、　
ペ　
ン　
キ　
を　
施　
し　
、　
そ　
の　
部　
分　

に　
こ　
れ　
以　
上　
レ　
ン　
ズ　
が　
近　
づ　
け　
な　
い　
ほ　
ど　

近　
く　
寄　
っ　
て　
撮　
っ　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
た　
と　

え　
ば　
鎖　
骨　
に　
塩　
、　
足　
の　
踵　
の　
凹　
み　
に　
小　
麦　

粉　
、　
男　
性　
の　
髭　
に　
ペ　
ン　
キ　
と　
い　
っ　
た　
具　
合　

だ　
。　
そ　
の　
体　
の　
一　
部　
は　
、　
あ　
た　
か　
も　
自　
然　

風　
景　
が　
そ　
こ　
に　
存　
在　
す　
る　
よ　
う　
に　
主　
張　

す　
る　
。　
し　
か　
し　
「　
自　
然　
風　
景　
を　
そ　
の　
ま　
ま　

コ　
ピ　
ー　
す　
る　
の　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
自　
然　

の　
中　
に　
あ　
る　
精　
神　
を　
取　
り　
出　
し　
て　
人　
間　
の　

体　
の　
一　
部　
に　
植　
え　
付　
け　
る　
こ　
と　
で　
、　
そ　
の　

体　
の　
一　
部　
自　
体　
が　
自　
然　
そ　
の　
も　
の　
に　
な　
る　

と　
思　
い　
ま　
し　
た　
」　

し　
か　
も　
来　
日　
し　
た　
こ　
と　
で　
、　ビ　
デ　
オ　
映　
像　

作　
家　
で　
あ　
る　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
の　
作　
風　
は　

大　
き　
く　
変　
化　
し　
た　
。　「　
今　
ま　
で　
も　
人　
間　
や　

風　
景　
を　
題　
材　
と　
し　
て　
描　
い　
て　
き　
ま　
し　
た　

が　
、　
別　
々　
で　
し　
た　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
今　
回　
初　
め　

て　
人　
間　
と　
自　
然　
が　
合　
体　
。　
同　
じ　
世　
界　
の　
中　

に　
描　
く　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
」　

次　
回　
作　
は　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
よ　
う　
に　
映　
像　

中　
心　
で　
は　
な　
く　
、　
来　
日　
以　
来　
撮　
っ　
た　
写　
真　

二　
百　
点　
が　
メ　
イ　
ン　
に　
な　
っ　
て　
い　
く　
だ　
ろ　
う　

と　
予　
測　
。　「　
新　
た　
な　
出　
発　
点　
に　
な　
っ　
た　
」　

と　
充　
実　
し　
た　
日　
々　
を　
伺　
わ　
せ　
た　
。　

研　
修　
生　
は　
、　
三　
ヵ　
月　
間　
清　
春　

村　
に　
滞　
在　
し　
て　
日　
本　
に　
触　

れ　
、　
創　
作　
活　
動　
に　
専　
念　
。　

そ　
の　
間　
一　
、　
二　
週　
間　
は　
、　

各　
自　
が　
自　
由　
に　
各　
地　
を　
旅　

行　
す　
る　
。　
三　
人　
と　
も　
京　
都　

奈　
良　
を　
中　
心　
に　
宮　
島　
、　
萩　
な　
ど　
伝　
統　
の　

残　
る　
街　
を　
選　
ん　
で　
旅　
を　
し　
て　
い　
る　
。　
中　
で　

も　
や　
は　
り　
欠　
か　
せ　
な　
い　
の　
は　
京　
都　
奈　
良　
。　

よ　
う　
で　
あ　
る　
。　
創　
作　
は　
、　
内　
省　
な　
く　
し　
て　

始　
ま　
ら　
な　
い　
。　
自　
然　
が　
そ　
れ　
を　
引　
き　
出　
す　

偉　
大　
な　
力　
を　
秘　
め　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
知　
る　
の　

も　
今　
回　
の　
研　
修　
の　
目　
的　
に　
な　
り　
得　
る　
の　
か　

も　
し　
れ　
な　
い　
。　最　

後　
に　
、　
発　
表　
の　
場　
と　
な　
っ　

た　
吉　
井　
画　
廊　
の　
吉　
井　
長　
三　
氏　

に　
三　
人　
の　
作　
品　
を　
見　
て　
の　

感　
想　
を　
伺　
っ　
た　
。　「　
前　
回　
の　

と　
き　
に　
も　
言　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

創　
造　
は　
日　
本　
的　
な　
も　
の　
を　

移　
す　

の　
と　
は　
違　
い　
ま　
す　
。　
日　
本　
を　
自　
分　

の　
中　
に　
取　
り　
入　
れ　
て　
自　
分　
の　
体　
で　
昇　
華　

し　
な　
け　
れ　
ば　
、　
作　
品　
と　
し　
て　
の　
個　
性　
に　
は　

な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　た　
と　
え　
三　
ヵ　
月　
と　
短　
い　
期
間　

で　
も　
、　
そ　
こ　
に　
は　
必　
ず　
新　
し　
い　
発　
見　
が　

あ　
る　
は　
ず　
で　
す　
。　
描　
い　
た　
り　
作　
っ　
た　
り　
は　
、　

パ　
リ　
へ　
帰　
っ　
て　
か　
ら　
で　
も　
い　
い　
の　
で　
す　
。　

日　
本　
に　
い　
る　
間　
に　
自　
分　
の　
イ　
マ　
ジ　
ネ　
ー　

シ　
ョ　
ン　
を　
ど　
れ　
だ　
け　
膨　
ら　
ま　
し　
、　
ど　
れ　
だ　
け　

身　
に　
つ　
け　
て　
会　
得　
し　
て　
帰　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

る　
か　
で　
す　
」　

そ　
う　
い　
っ　
た　
意　
味　
か　
ら　
い　
え　
ば　
、　
ガ　
ブ　

リ　
エ　
ル　
さ　
ん　
以　
外　
は　
、　
日　
本　
で　
の　
生　
活　

が　
ま　
だ　
昇　
華　
し　
き　
れ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
た　

め　
か　
、　
出　
会　
っ　
た　
日　
本　
を　
熟　
成　
さ　
せ　
る　
に　

は　
時　
間　
が　
か　
か　
り　
、　
作　
品　
化　
す　
る　
の　
は　

フ　
ラ　
ン　
ス　
へ　
帰　
っ　
て　
か　
ら　
だ　
と　
異　
口　
同　
音　

に　
言　
っ　
て　
い　
た　
。　
今　
回　
の　
日　
本　
の　
作　
品　
は　

い　
ず　
れ　
も　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
ア　
ト　
リ　
エ　
で　
制　
作　

し　
て　
い　
た　
も　
の　
の　
延　
長　
上　
に　
あ　
る　
と　
も　
い　

え　
る　
。　
そ　
れ　
で　
は　
こ　
の　
研　
修　
の　
意　
味　
が　
な　

い　
と　
吉　
井　
氏　
は　
指　
摘　
し　
た　
。　「　
未　
完　
成　
で　

い　
い　
の　
で　
す　
。　
完　
成　
品　
は　
求　
め　
ま　
せ　
ん　
。　

違　
う　
生　
活　
や　
文　
化　
に　
触　
れ　
た　
そ　
の　
ま　
ま　

を　
そ　
の　
場　
で　
形　
に　
し　
て　
み　
る　
こ　
と　
か　
が　

大　
切　
で　
す　
」　

日　
本　
で　
の　
生　
活　
に　
慣　
れ　
る　
こ　
と　
と　
旅　
す　

る　
こ　
と　
で　
精　
一　
杯　
で　
、　
創　
作　
に　
ま　
で　
至　
ら　

な　
か　
っ　
た　
二　
人　
の　
様　
子　
が　
思　
い　
浮　
ぶ　
。　
し　

か　
し　
ど　
う　
な　
の　
だ　
ろ　
う　
。　
た　
と　
え　
ば　
舞　
台　

芸　
術　
に　
か　
か　
わ　
っ　
て　
き　
た　
パ　
ス　
カ　
ル　
さ　
ん　
。　

寺
院　
の　
木　
造　
建　
築　
は　「　
驚　
く　
べ　
き　
も　
の　
だ　
っ　

た　
」　
と　
印　
象　
を　
強　
く　
し　
、　
次　
舞　
台　
の　
作　
品　

に　
は　
木　
の　
家　
を　
作　
り　
た　
い　
と　
構　
想　
を　
話　
し　

て　
く　
れ　
た　
。　
そ　
し　
て　
そ　
の　
模　
型　
と　
も　
い　
え　

る　
ミ　
ニ　
チ　
ュ　
ア　
の　
土　
の　
家　
を　
つ　
く　
っ　
た　
と　

い　
う　
。　
ま　
た　
ラ　
フ　
ァ　
エ　
ル　
さ　
ん　
は　
、　
昆　
虫　

や　
植　
物　
を　
使　
っ　
た　
子　
供　
の　
絵　
本　
を　
つ　
く　
る　

こ　
と　
を　
夢　
と　
し　
て　
話　

し　
て　
く　
れ　
た　
。　

二　
人　
と　
も　
日　
本　
を　

離　
れ　
る　
最　
後　
の　
発　
表　

に　
、　
そ　
の　
土　
の　
家　
や　

絵　
本　
を　
持　
ち　
出　
し　
た　

な　
ら　
ば　
、　
そ　
の　
場　
が　

何　
か　
違　
う　
も　
の　
に　
変　

わ　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　
は　

な　
い　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

◆ ◆

寺院建築から
日本の美を発見

◆ ◆

◆ ◆

自分を内省させた
清春村での生活

◆ ◆

◆ ◆

創造とは‘移す’
ものではない

◆ ◆

昨年九月から清春白樺美術館財団主催による第二回《フランスの若きアーティスト支援のための美術研修》が

山梨県北巨摩郡長坂町にある清春芸術村でスタートした。

一回目の二倍の六十人近い応募者から三名が選ばれて、美術館に隣接するラ・リューシュで

それぞれ三ヵ月間に渡り、創作活動が行なわれた。

その研修成果を吉井画廊で発表。研修生たちと吉井理事長にお話を伺った。

未完成でもいい、
感じたままの日本を
表現してほしい

吉 井 理 事 長
◆ ◆

卵を使ったラファエルさんの作品
◆ ◆

ガブリエル・スパルヴァセさん
◆ ◆

ラファエル・ロジェ・ドゥ・ヴィレさん
◆ ◆

パスカル・ランデ・ボペールさん
◆ ◆



浮　
か　
べ　
て　
い　
た　
生　
徒　
も　
い　
た　
ん　
で　
す　
」　
と　
引　
率　
の　

日　
本　
語　
教　
諭　
ベ　
ル　
ガ　
ミ　
ー　
ニ　
先　
生　
は　
打　
ち　
明　
け　

た　
。　
そ　
れ　
ほ　
ど　
ま　
で　
の　
憧　
れ　
の　
日　
本　
。　
彼　
ら　
の　
目　

に　
は　
ど　
う　
映　
っ　
た　
の　
か　
。　

ま　
ず　
は　
通　
学　
初　
日　
の　
高　
知　
南　
高　
校　
生　
徒　
会　
主　
催　

の　
歓　
迎　
会　
。　「　
校　
内　
に　
体　
育　
館　
も　
な　
く　
、　
何　
百　
名　
も　

の　
生　
徒　
が　
一　
堂　
に　
会　
す　
こ　
と　
は　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
全　
く　

考　
え　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
！　
」　
と　
全　
員　
が　
か　
な　
り　
驚　
い　
た　

様　
子　
。　
日　
本　
の　
生　
徒　
た　
ち　
が　
全　
員　
制　
服　
姿　
だ　
っ　
た　

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

か　
ら　
な　
お　
さ　
ら　
ビ　
ッ　
ク　
リ　
し　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

早　
く　
も　
カ　
ル　
チ　
ャ　
ー　
シ　
ョ　
ッ　
ク　
が　
あ　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　

茶　
道　
も　
日　
本　
で　
や　
っ　
て　
み　
た　
か　
っ　
た　
体　
験　
の　
ひ　

と　
つ　
。　
見　
様　
見　
ま　
ね　
で　
恐　
る　
恐　
る　
抹　
茶　
を　
ゴ　
ク　
リ　
。　

ど　
う　
や　
ら　
正　
座　
を　
し　
た　
り　
、　
茶　
菓　
子　
や　
お　
茶　
の　
味　

を　
確　
か　
め　
る　
だ　
け　
で　
精　
い　
っ　
ぱ　
い　
の　
よ　
う　
。　
で　
も　

何　
事　
も　
ま　
ず　
自　
分　
で　
や　
っ　
て　
み　
る　
こ　
と　
が　
大　
切　

な　
の　
だ　
。　

高　
知　
滞　
在　
中　
は　
そ　
の　
他　
、　
紙　
す　
き　
や　
禅　
の　
修　
業　

体　
験　
、　相　
撲　
稽　
古　
の　
見　
学　
な　
ど　
、　
ま　
さ　

に　
日　
本　
に　
来　
な　
く　
て　
は　
で　
き　
な　
い　
行
事　

に　
参
加　
、　
異　
文　
化　
に　
た　
っ　
ぷ　
り　
と　
つ　

か　
っ　
た　
。　

日　
本　
を　
離　
れ　
る　
日　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

高　
校　
生　
達　
の　
満　
足　
げ　
な　
表　
情　
が　
、　
高　
知　

で　
の　
充　
実　
し　
た　
日　
々　
を　
如　
実　
に　
物　
語　

っ　
て　
い　
た　
。　「　
夢　
の　
よ　
う　
な　
毎　
日　
だ　
っ　

た　
。　
も　
っ　
と　
高　
知　
に　
い　
た　
い　
」　と　
日　
本　

ア　
ニ　
メ　
が　
大
好　
き　
な　
ル　
ノ　
ー　
君　
。　
ぎ　
こ　

ち　
な　
く　
も　
、　
日　
本　
で　
お　
ぼ　
え　
た　
お　
じ　
ぎ　

を　
し　
な　
が　
ら　
立　
ち　
去　
っ　
て　
い　
っ　
た　
姿　

が　
印　
象　
的　
だ　
っ　
た　
。　

い　
つ　
の　
日　
か　
こ　
の　
体　
験　
を　
活　
か　
し　
、　

将　
来　
是　
非　
日　
本　
と　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
か　
け　
橋　

に　
な　
っ　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
と　
思　
う　
。　
彼　
ら　

若　
い　
担　
い　
手　
達　
に　
心　
か　
ら　
期　
待　
し　
た　
い　
。　

プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
1
年
4
月
〜
6
月

4
月
1
日
〜
5
月
31
日

《
宮
沢
賢
治
の
世
界
展
・
花
巻
展
》

〜
パ
リ
装
飾
美
術
学
校
と
京
都
市
立

芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
共
同
創
作
〜

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
花
巻

4
月
7
日
〜
16
日

《
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
日
本
研
修
旅
行
》

〜
高
校
教
科
書　（
地
理
）　の
執
筆
者
を
招
い
て
〜

全
国
海
外
教
育
事
情
研
究
会
／
於
東
京
、

箱
根
、
浜
松
、
京
都
、
奈
良
、
大
阪

4
月
28
日
〜
5
月
8
日

《
京
都
の
暑
い
夏
２
０
０
１
》

〜
第
６
回
京
都
国
際
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

京
都
の
暑
い
夏
事
務
局
／
於
京
都

5
月
19
日
〜
22
日

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
仏
の

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
と
文
学
」
》

〜
宮
沢
賢
治
と
ラ　
・　
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
を
通
し
て
〜

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
京
都
（
予
定
）

6
月
中
旬
〜
下
旬

《
日
仏
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
》

〜
日
仏
両
国
の
将
来
を
担
う

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
〜

日
仏
協
会
／
於
東
京

パ
リ
本
部
で
毎
年
開
か
れ
て

い
る
、
日
本
に
関
す
る
講
演
会

シ
リ
ー
ズ
が
今
年
も
全
9
回
の
予
定
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
様
々
な
分
野
で

活　
躍　
し　
て　
い　
る　
研　
究　
者　
や　
ア　
ー　
テ　
ィ　
ス　
ト　

を
講
師
陣
に
迎
え
、
毎
回
1
時
間
程
度

の
講
義
を
行
い
ま
す
。
終
了
後
は
簡
単

な
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
る
の

で
、
講
師
や
他
の
参
加
者
と
の
交
流
を

深
め
る
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
時
期
パ
リ
へ

行
か
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

い
。　
ド　
ラ　
ー　
ジ　
ュ　《　
7
つ　
の　
ハ　
イ　
カ　
イ　
》　

（
1
9
2
4
）　の
楽
譜
に
は
藤
田
嗣
次
が

絵　
を　
描　
い　
て　
い　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
バ　
ロ　
ン　

薩
摩
へ
の
献
示
も
あ
り
、
当
時
の
パ
リ

の
人
間
関
係
が
ほ
の
見
え
て
く
る
か
の

よ
う
だ
。

上
演
冒
頭
に
、
パ
リ
日
本
文
化
会
館

の
磯
村
館
長
は
、
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス

人
に
は
共
通
の
感
性
に
つ

い
て
言
及
し
た
が
、
こ
の

時
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲

家
が
俳
句
や
和
歌
を
歌
詞

と
し
て
な
ぜ
取
り
上
げ
た

の
か
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
歌

曲
が
日
本
的
特
性
を
ど
の

よ
う
に
表
し
、
そ
れ
を
西

欧
の
作
曲
技
法
と
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
ら
せ
て
い
る

か
、
と
関
心
は
尽
き
な
い
。

従
来
の
絵
画
を
主
と
し
た

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
れ
の
中
に
、
文
学

と
音
楽
の
あ
ら
た
な
領
域
を
位
置
づ
け

て
も
ら
い
た
い
。
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パ
リ
本
部
の

連
続
講
演
会
が
開
始
！
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Petite note
編 集 後 記

今
年
も
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場
の
滞
在
研
修

オ　
ー　
デ　
ィ　
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
２
名
が
合
格
。

現
在
の
研
修
生
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で

オ
ペ
ラ
主
役
の
代
役
を
し
た
り
、

モ　
ン　
テ　
ベ　
ル　
デ　
ィ　
協
会
の
た
め
に
演
奏
を

す
る
な
ど
、　
大
い
に
頑
張
っ
て
い
る
様
子
。

来
年
も
期
待
し
た
い
。

（M）

今　
年　
で　
九　
回　
目　
を　
迎　
え　
る　
当　
財　
団　
の　
「　
日　
仏　

地　
方　
高　
校　
生　
交　
流　
」　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
が　
、　
今　
年　
は　
高　
知　

と　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
の　
高　
校　
生　
を　
対　
象　
に　
実　
施　
さ　
れ　

た　
。　
高　
知　
日　
仏　
協　
会　
と　
の　
共　
催　
で　
、　
今　
年　
二　
月　

二　
日　
か　
ら　
十　
九　
日　
ま　
で　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
・　
オ　
ゼ　
ン　
ヌ　

高　
校　
で　
日　
本　
語　
を　
学　
ぶ　
三　
年　
生　
十　
五　
名　
が　
高　
知　
南　

高　
校　
に　
滞　
在　
。　
同　
校　
生　
徒　
の　
家　
に　
ホ　
ー　
ム　
ス　
テ　
イ　

を　
し　
な　
が　
ら　
、　
そ　
の　
生　
徒　
の　
ク　
ラ　
ス　
で　
毎　
日　
一　
緒　

に　
授　
業　
に　
参　
加　
、　
日　
本　
の　
高　
校　
生　
活　
を　
体　
験　
し　
て　

も　
ら　
っ　
た　
。　

オ　
ゼ　
ン　
ヌ　
高　
校　
は　
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
で　
も　
有　
数　
の　

進
学　
校　
で　
、　
学　
区　
内　
で　
は　
唯　
一　
日　
本　
語　
の　
授　
業　
を　

選　
択　
で　
き　
る　
学　
校　
だ　
。　
週　
に　
三　
時　
間　
第　
三　
外　
国　
語　

と　
し　
て　
日　
本　
語　
を　
学　
ん　
で　
い　
る　
。　

昨　
年　
の　
九　
月　
、　
こ　
の　
フ
ラ
ン
ス
の　
生　
徒　
達　
に　

日　
本　
旅　
行　
へ　
の　
招　
待　
を　
告　
げ　
た　
。　
そ　
れ　
か　
ら　
出　
発　

ま　
で　
は　
残　
り　
の　
日　
数　
を　
指　
折　
り　
数　
え　
な　
が　
ら　
、　

「　
中　
に　
は　
授　
業　
中　
感　
激　
の　
あ　
ま　
り　
、　
目　
に　
涙　
を　

3
月
1  6  
日
、
パ
リ
日
本
文
化

会
館
で
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
俳
句
と
和
歌
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
、

日
本
歌
曲
の
夕
べ
』
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
「
俳
句
・
和
歌
に
よ

る
二
十
世
紀
研
究
会
」
。
今
ま
で

埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
語
の
俳
句
や
和
歌
を
歌
詞

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

歌
曲
の
楽
譜
を
収
集
、
研

究
し
た
成
果
を
発
表
し
よ

う
と
の
企
画
で
あ
る
。

和
歌
や
俳
句
は
1  9  
世
紀

末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か

け
て
フ
ラ
ン
ス
に
初
め
て

紹
介
さ
れ
、　1
9
0
5
年
に

は
す
で
に
ク
ー
シ
ュ
ー
が

世
界
で
初
め
て
外
国
語
に

よ
る
俳
句
創
作
集
『
水
の

流
れ
の
ま
ま
に
』
を
刊
行
。

し
か
も
こ
の
作
品
は
1
9
2
0
年
に
は

ブ
リ
ユ
ア
ン
に
よ
っ
て
曲
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

フ　
ラ　
ン　
ス　
国　
立　
東　
洋　
文　
化　
研　
究　
所　
客　

員　
研　
究　
員　
の　
柴　
田　
氏　
の　
調　
査　
に　
よ　
る　
と　
、　

日
本
の
俳
句
や
和
歌
に
触
発
さ
れ
て

作
曲
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
少
な
く

な　
く　
、　器　
楽　
曲　
も　
あ　
る　
と　
い　
う　
。　そ　
れ　
ら　

の　
曲　
が　
こ　
の　
日　
披　
露　
さ　
れ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

ま
た
初
版
楽
譜
の
多
く
に
浮
世
絵
調

の
表
紙
絵
が
つ
い
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

人
に
よ
る
広
重
や
春
信
な
ど
の
浮
世
絵

の
模
写
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
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初めての茶道体験・高知南高校にて

◆ ◆

トゥールーズ市庁舎

◆ ◆

A la carte
ア・ラ・カルト

3月 5日（木）「『私の好きな日本』映画上映とコメント」

イヴ・マユジエ（文化報道記者）

3月29日（金）「社会変化を写すマンガ」

ジャン＝マリー・ブイスー（パリ政治学院・国際関係研究所研究員）

4月 5日（木）「人間国宝」

クリスティーヌ・ボタン（リヴァージュ協会会長）

4月26日（木）「20世紀初頭フランスにおける俳句の流行」

ミュリエル・デトリ（パリ第3大学教授）

5月 3日（木）「フランスにおける日本語教育と適切な教科書の制作」

レモン・洋子（トゥール高等商業経営学校・日本センター所長）

5月10日（木）「日本の建築と都市における関係と不連続性」

マルク・ディレ（建築家）

6月 7日（木）「日本における水：文化、伝統と現代的アレンジ」

イヴ・コバックス（土木技師、セピア・コンサルタント代表取締役社長）

6月14日（木）「日本の現代建築：日仏建築家チームの実践と省察」

マニュエル・タルディッツ（建築家）

お問い合わせ: パリ本部 ／e-mail: info@fond-fr-jap-sasakawa.org

Tel: 33（0）1 44 39 30 40 Fax: 33（0）1 44 39 30 45

A propos de nos projets...
最 近 の 事 業 か ら

文
学
と
音
楽
の
新
た
な

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
目
指
し
て

タンスマン
≪８つの日本の歌―ハイカイ≫

デルヴァンクール≪露の世≫

写
真
は
、　「
俳
句　
・　
和
歌
に
よ
る
二
十
世
紀
研
究
会
」　
提
供


